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第16回 金融教育に関する
小論文・実践報告コンクール表彰式
2019年12月26日、金融広報中央委員会は「第16回 金融教育に関する小論文・実践報告コンクール」の
表彰式を都内会場にて開催しました。このコンクールは、毎年、全国の教育関係者の方々から金融教育に関する
実践報告、研究結果、提言などを募集し、優秀な作品を表彰する催しです。本レポートでは、受賞作品の要旨および
受賞者の方々からうかがった作品制作のきっかけや成果、今後の抱負などをご紹介します。
※ここで紹介された特賞・優秀賞・推奨実践事例賞の各受賞作品の全文は、「知るぽるとWEBサイト」でご覧いただけます。
　https://www.shiruporuto.jp/education/contest/container/concours_kyoin/2019/

コ
ン
ク
ー
ル
の
狙
い
の
１
点
目
は
、

わ
が
国
の
金
融
教
育
の
発
展
に
資
す
る

優
秀
な
人
材
を
発
掘
・
紹
介
す
る
こ
と

で
す
。
２
点
目
は
、
優
秀
な
入
賞
作
品

を
広
く
公
表
す
る
こ
と
で
、
学
校
に
お

け
る
金
融
教
育
の
必
要
性
を
よ
り
多

く
の
方
々
に
ご
認
識
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
教
育
関
係
者
等
に
実
践
例
と
し
て

ご
活
用
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

今
回
の
入
賞
作
品
で
は
、
新
学
習
指

導
要
領
の
下
で
の
金
融
教
育
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
現
代
社
会
の
課
題
を
取
り

上
げ
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝

ら
し
た
金
融
教
育
の
実
践
の
報
告
や
新

た
な
視
点
に
基
づ
く
提
案
が
見
ら
れ
、

金
融
教
育
が
質
・
量
両
面
で
着
実
に
発

展
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。受

賞
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
と
も

金
融
教
育
の
一
層
の
広
が
り
に
向
け
て

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■第16回 最終審査員（敬称略）

大杉 昭英	 教職員支援機構次世代教育推進
	 センター長
神山 久美	 山梨大学大学院准教授
小関 禮子	 帝京大学大学院客員教授
中村 新造	 弁護士
向山 行雄	 敬愛大学教授・教職センター長
小澤 泰山	 NHK制作局第２制作ユニット
	 （社会・文化）専任部長
中川 忍	 日本銀行情報サービス局長　
武井 敏一	 金融広報中央委員会会長

主催 金融広報中央委員会
後援 金融庁、文部科学省、日本銀行

応募資格
幼稚園教諭、小学校・中学校・高等学校・高等専門
学校・高等専修学校教員・教職課程在籍または教
職を目指す大学生、大学院生、大学教官等研究者

今回の
受賞結果

 <小論文部門・実践報告部門>
　特　賞：1編 （賞状/賞金30万円）　
　優秀賞：2編 （賞状/賞金10万円）
　奨励賞：4編 （賞状/賞金3万円）
 <研究校部門> 
　推奨実践事例賞：1編 （賞状/賞金5万円）

■コンクールの概要＆受賞結果

武井 敏一
金融広報中央委員会  会長

前列左より：栗原 佑介氏、山﨑 辰也氏、小松 純氏、朝倉 大輔氏

開
催
挨
拶

特 別
レポート
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地
域
経
済
を
支
え
る
主
権
者
の

育
成
に
つ
な
げ
る
学
習
を
立
案

　

今
回
の
特
賞
受
賞
に
あ
た
り
、
町
づ
く
り
の

問
題
を
自
分
ご
と
と
し
て
と
ら
え
、
主
体
的
に

取
り
組
ん
で
く
れ
た
生
徒
た
ち
に
感
謝
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
授
業
後
に
問
題
意
識
を

持
つ
生
徒
た
ち
で
行
っ
て
い
る
「
ス
ー
パ
ー
・

サ
イ
エ
ン
ス・ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
の
探
究
学
習
で
、

専
門
的
な
知
見
か
ら
生
徒
た
ち
に
助
言
を
送
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
市
役
所
の

ま
ち
づ
く
り
係
の
方
々
に
も
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

北
海
道
は
全
国
の
多
く
の
自
治
体
と
同
じ
く
、

都
市
部
の
札
幌
圏
へ
の
一
極
集
中
が
進
ん
で
お

り
、
多
く
の
自
治
体
は
人
口
減
少
の
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
現
在
は
、
地
域
の
中
で

持
続
的
な
産
業
を
創
り
上
げ
る
な
ど
、
町
の
持

続
可
能
性
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
金
融
経
済
の
知
識
を
生
か
し
て
、
持
続

可
能
な
町
づ
く
り
や
地
域
経
済
を
支
え
る
主
権

者
の
育
成
に
つ
な
げ
る
学
習
は
で
き
な
い
か
と

考
え
た
の
が
、
今
回
の
実
践
の
き
っ
か
け
で
す
。

　

授
業
で
は
、
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
地
域
経
済
循
環

マ
ッ
プ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
か
ら
出
て

い
く
お
金
の
漏
れ
具
合
を
可
視
化
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
生
徒
か
ら
は
「
町
づ
く
り
問
題

の
背
後
に
あ
る
も
の
ま
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」、「
学
ん
だ
こ
と
が
記
憶
に
残
る
」
と

い
う
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
金
の

漏
れ
を
止
め
る
た
め
に
地
域
に
入
っ
た
お
金
を

域
内
に
と
ど
め
る
方
策
と
し
て
、
地
域
外
へ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
代
金
の
支
払
い
を
抑
え
る
方
法
を

議
論
し
ま
し
た
。

　

中
心
地
区
か
ら
通
う
生
徒
か
ら
は
「
人
口
減

少
の
進
ん
で
い
る
地
区
の
街
灯
を
撤
去
す
れ
ば

よ
い
」
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
う

い
っ
た
地
区
か
ら
通
う
生
徒
は
「
そ
こ
に
住
ん

で
い
る
人
に
と
っ
て
は
残
酷
な
意
見
だ
と
思
う
」

と
反
論
し
な
が
ら
も
、「
中
心
地
区
よ
り
も
街
灯

の
数
が
少
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
」
と
答
え
て

い
ま
し
た
。
町
づ
く
り
に
お
け
る
現
実
と
し
て
、

優
先
度
が
地
区
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
を
、
生

徒
が
理
解
し
た
場
面
で
し
た
。

　

地
域
内
の
経
済
循
環
を
テ
ー
マ
に
、
町
づ
く

り
の
問
題
を
金
融
経
済
の
知
識
を
使
っ
て
考
え

る
こ
と
で
、
生
徒
か
ら
は
「
町
の
課
題
に
つ
い

て
の
事
象
を
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
授

業
以
外
で
も
こ
の
内
容
を
話
し
合
う
こ
と
が
あ

る
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

金
融
経
済
の
知
識
を
道
具
に

社
会
問
題
を
考
え
る
モ
デ
ル
を

　

新
た
な
公
共
の
担
い
手
に
な
る
高
校
生
に
は
、

「
今
の
社
会
を
維
持
す
る
こ
と
よ
り
、
未
来
の

社
会
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
学
ん
で
ほ
し
い
」

と
い
う
願
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
進

学
校
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
の
よ
う
な
問

題
を
考
え
る
意
義
は
あ
っ
て
も
、
時
間
の
制
約

か
ら
教
科
書
に
出
て
く
る
金
融
経
済
の
知
識
を

理
解
さ
せ
る
こ
と
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
と
い

う
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
私
は
、

「
主
権
者
の
育
成
」
と
い
う
社
会
科
の
根
源
的
な

狙
い
か
ら
逆
算
し
、
金
融
経
済
の
知
識
を
思
考

の
道
具
に
し
て
社
会
問
題
を
考
え
る
実
践
モ
デ

ル
の
蓄
積
を
、
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
と
く
に
現
在
は
、
若
年
層
の
投
票
率

が
低
い
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
高
校
生
の
う

ち
か
ら
身
近
な
地
域
経
済
へ
の
問
題
意
識
を
高

め
ら
れ
る
よ
う
な
授
業
づ
く
り
を
行
っ
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

山﨑 辰也氏
北海道
北海道北見北斗高等学校教諭

●
審
査
員
の
講
評

　

地
域
の
資
金
循
環
に
着
目
し
、
政
府
の
提

供
す
る
「
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
Ｒ
Ｅ
Ｓ

Ａ
Ｓ
」
を
活
用
す
る
こ
と
を
通
し
て
高
校
生

の
意
欲
的
な
取
組
み
を
引
き
出
す
実
践
を
報

告
し
て
い
ま
す
。「
地
域
経
済
循
環
マ
ッ
プ
と

い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
う
ま
く
利
用
し

て
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
、
地
域
に
思
い
を

は
せ
る
こ
と
が
で
き
た
点
が
実
践
的
で
素
晴

ら
し
い
」
と
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

実践報告部門

特 

賞

受賞作品

金融経済を視点とする人口減少時代のまちづくり学習
―RESAS（地域経済分析システム）の地域経済循環マップを活用して―

人口減少時代における町づくり学習の実践モデルを提示。「漏れバケツ」
モデルやRESASを使って地域経済の漏れ穴を視覚化し、この穴を塞ぐ
ことを考えさせる学習活動を行った。それは、地域経済の活性化を生
み出す視点を持つ「新たな公共の担い手」を育む取組みにもつながる
と考える。また、国連が提唱するSDGs（持続可能な開発目標）と結
び付けて、「今」求められる町づくり学習の意義付けを図っている。

作
品
概
要
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受
賞
作
品

　

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ

り
、
金
融
の
仕
組
み
や
起
業
な

ど
を
扱
っ
た
学
習
活
動
が
積
極

的
に
導
入
さ
れ
、
学
校
現
場
に

お
い
て
も
金
融
経
済
教
育
を
指

導
す
る
機
会
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
日

本
の
教
育
現
場
で
は
、「
お
金
」

に
関
す
る
教
育
に
つ
い
て
タ
ブ

ー
視
し
、
学
ぶ
機
会
を
積
極
的

に
設
け
な
い
傾
向
に
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
自
身
が
学
生
時
代

に
受
け
た
こ
と
の
な
い
金
融
経

済
教
育
を
、
ど
の
よ
う
に
教
え

て
い
く
べ
き
か
悩
ん
で
い
る
教

員
も
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
進

展
し
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
が
高
ま

る
金
融
経
済
教
育
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
す
る
時
代
を
生
き
ぬ
く

力
と
し
て
必
須
と
な
り
、
一
過

性
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
的
な
授

業
実
践
や
取
組
み
で
は
な
く
、

「
確
か
な
学
力
」を
基
に
し
た「
生

き
る
力
」
を
育
成
す
る
教
育
実

践
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
教
育
現
場
に
携
わ
る

者
の
認
識
を
変
え
る
こ
と
が
最

優
先
課
題
だ
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
り
効
果
的
な
実
践

を
行
う
う
え
で
、
家
庭
と
の
連

携
は
必
須
で
す
。
本
実
践
で
は
、

多
く
の
家
庭
か
ら
協
力
を
得
ら

れ
た
こ
と
が
結
果
に
大
き
く
影

響
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
が
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
参
加
し
て
、

生
徒
と
学
習
活
動
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
家
族
間
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
て
、

生
徒
が
世
の
中
の
動
き
に
気
づ

く
機
会
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

　

金
融
経
済
教
育
は
「
実
社
会

が
最
高
の
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
で

あ
り
、
最
大
の
学
び
の
場
で
あ

る
」
と
私
は
考
え
ま
す
。
公
立

高
校
で
は
、
外
部
機
関
と
の
連

携
が
難
し
い
で
す
が
、
金
融
経

済
教
育
に
努
め
ら
れ
て
い
る
企

業
や
大
学
な
ど
と
共
同
で
の
教

材
開
発
や
協
同
学
習
の
機
会
を

模
索
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

●
審
査
員
の
講
評

　
「
知
識
が
豊
富
で
、
広
い
視
野
か
ら
書
か
れ
て
い
る
。
問
題
提

起
が
あ
り
、
結
論
に
至
る
過
程
が
、
論
文
と
し
て
非
常
に
分
か
り

や
す
い
。
金
融
教
育
の
現
状
か
ら
始
め
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
話

題
を
展
開
し
、英
語
を
含
め
て
教
科
横
断
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
」

と
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
を
生
き
る
生
徒
に

必
須
な
金
融
経
済
教
育

小松 純氏
東京都

東京都立国際高等学校教諭

優
秀
賞

小論文部門

作
品
概
要

学校現場における金融経済教育の難しさの理由として、お金に関する教育のタブー視に
より教員自体がお金の教育を受けていないこと、キャッシュレス決済の進展によって、
生徒がお金に直接触れる環境が減少している点を挙げた。そのうえで「何をどのように
教えるのか」を検証するため、課題解決型プロジェクトを実践した。

「お金」の視点から金融経済教育のこれからを考える

　

私
は
、
社
会
情
報
学
の
一
分

野
で
あ
る
「
情
報
法
・
政
策
」

を
専
攻
し
て
い
ま
す
が
、「
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
元
年
」を
迎
え
、

情
報
政
策
の
一
つ
で
あ
る
メ
デ
ィ

ア
教
育
に
金
融
教
育
が
含
ま
れ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。
ま
た
、
私
は
学
校
教
育

に
携
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
教
員

自
身
も
初
め
て
体
験
す
る
こ
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
時
代
に

「
教
員
は
生
徒
に
、
何
を
、
ど
う

や
っ
て
教
え
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
」
と
い
う
疑
問
も
、
論
文
執

筆
と
応
募
の
理
由
で
す
。

　

本
論
の
結
論
は
、
教
員
も
生

徒
と
一
緒
に
学
習
し
て
い
く
姿

勢
が
重
要
と
い
う
こ
と
で
す
。

教
え
る
側
も
「
体
験
」
が
重
要

で
あ
り
、
相
互
に
体
験
し
学
習

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。
暗
号
資
産

は
消
費
者
被
害
が
起
き
て
い
る

現
状
か
ら
そ
の
リ
ス
ク
を
教
え
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
ツ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
そ
の
利
便
性
を
理
解

さ
せ
る
。
そ
し
て
教
員
も
、
生

徒
と
共
に
学
び
体
験
し
て
い
く
。

そ
う
し
た
モ
デ
ル
が
理
想
形
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
、
目
的
に
応
じ
て
情
報

を
活
用
す
る
能
力
が
必
要
と
さ

れ
る
対
象
の
一
つ
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
が
含
ま
れ
る
時
代
が

来
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の

専
攻
の
一
つ
で
あ
る
著
作
権
は
、

動
産
や
不
動
産
と
異
な
り
、
目

に
は
見
え
な
い
け
れ
ど
も
重
要

な
財
産
で
す
。
そ
れ
を
社
会
全

体
が
認
め
て
尊
重
す
る
こ
と
で
、

無
形
の
財
産
が
一
定
の
ル
ー
ル
の

下
で
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
進
展
に
よ

り
、
目
の
前
に
金
銭
が
な
い
状

況
が
多
く
な
る
中
で
、
金
融
教

育
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
を
伝
え

て
い
く
こ
と
は
、
著
作
権
教
育

と
似
て
い
る
も
の
と
感
じ
て
い

ま
す
。
目
に
見
え
な
い
価
値
が

流
通
し
て
い
く
こ
と
を
体
験
的

に
教
え
る
う
え
で
、
著
作
権
教

育
の
よ
う
な
既
存
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
金
融
教
育
活
動
に
も
生
き
る

と
考
え
、
今
後
も
そ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
て
取
り
組
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
審
査
員
の
講
評

　
「
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
下
で
の
高
校
の
教
科
書
に
多
く
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
重
要
な
分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
る
。
資
金
決
済
法
な
ど
を
よ
く
調
べ
て
考
察
し
て
い
る
」

と
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

教
員
と
生
徒
が
共
に
学
習
す
る
モ
デ
ル
が
理
想
形

栗原 佑介氏
神奈川県

慶應義塾大学大学院
政策・メディア研究科

　　　　　　　　　後期博士課程2年 優
秀
賞

小論文部門

 

受
賞
作
品

作
品
概
要

Ｆｉｎｔｅｃｈ時代における高校での金融教育のありかたを検証。抽象的な概念や知識を教え
るのではなく、「家計の構造」に関連させて具体的な指導を追求した。キャッシュレス決済
では、身近な事例を題材にメリットとデメリットの説明を重視し、暗号資産（仮想通貨）では、
消費者としての留意点を制度面と実用面に分けて教えることが重要だと述べている。

Fintech時代の金融教育
―キャッシュレス決済・暗号資産を中心に―
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【
小
論
文
部
門
】

●
Ａ
Ｉ
革
命
時
代
に
お
け
る
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

　

〜
先
の
見
え
な
い
社
会
に
対
応
さ
せ
た
金
融
教
育
の
成
果
と
課
題
〜

　
　
　

難
波 

繁
之
（
神
奈
川
県 

関
東
学
院
六
浦
中
学
校
・
高
等
学
校
教
頭
）

●
未
来
の 

＂消
費
者
市
民
社
会
の
形
成
者
＂
を
育
て
る
授
業
づ
く
り
へ

　�

―
中
学
校
技
術
・
家
庭
科
「
18
歳
成
人
」「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
」「
S
D
G
s
と

エ
シ
カ
ル
消
費
」
を
テ
ー
マ
に
―

　
　
　

小
林 

綾
音
（
長
野
県 

南
牧
村
立
南
牧
中
学
校
教
諭
）

【
実
践
報
告
部
門
】

●
幼
児
教
育
に
お
け
る
電
子
紙
芝
居
を
用
い
た
金
融
教
育
の
試
み

　
　
　

小
山
内 

幸
治
（
滋
賀
県 

滋
賀
短
期
大
学
教
授
）

　
　
　

小
野 

清
司
（
滋
賀
県 

滋
賀
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
園
長
）

　
　
　

近
藤 

鉄
也
（
滋
賀
県 

滋
賀
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
教
諭
）

　
　
　

小
川 

真
耶
子
（
滋
賀
県 

滋
賀
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
教
諭
）

●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
を
め
ざ
す
小
学
校
家
庭
科
食
生
活
に
お
け
る
金
銭
管
理
教
育

　
　
　

清
永 

康
代
（
熊
本
県 

菊
陽
町
立
武
蔵
ヶ
丘
北
小
学
校
教
諭
）

大杉 昭英氏
教職員支援機構次世代教育推進センター長

　今回のコンクールでは、2017年から
2018年にかけて告示され、小学校では
2020年４月に全面実施される新学習
指導要領に明記された「現代的な課題
に対応するための資質・能力」や「教科
横断的な学習の重視」といった観点が
金融教育と一致することに着目した
野心的な取組みを報告した力強い作
品が多数寄せられました。特賞、優秀
賞、推奨実践事例賞を受賞された皆さ
まの優れた作品が広く取り上げられ、
金融教育への機運がより一層高まる
ことを願っています。

審
査
員
代
表
に
よ
る
講
評

※次回の「第17回 金融教育に関する小論文・実践報告コンクール」は、2020年６月ごろ募集開始予定です。

朝倉 大輔氏
埼玉県

川越市立月越小学校教諭

　

本
校
で
は
、
先
行
研
究
が
多

く
見
ら
れ
る
「
家
庭
科
を
中
心

と
す
る
消
費
者
教
育
」で
は
な
く
、

「
社
会
科
を
中
心
と
す
る
金
融
教

育
」
を
研
究
・
実
践
す
る
こ
と
で
、

今
後
の
課
題
検
討
に
つ
な
が
る
の

で
は
と
思
い
、
テ
ー
マ
に
設
定
し

ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
正
解
が
な
か

な
か
出
せ
な
い
社
会
的
事
象
の
探

究
に
、
と
て
も
意
欲
的
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
例
え
ば
、
日
本
の
自

動
車
産
業
は
国
内
生
産
と
海
外

で
の
現
地
生
産
の
ど
ち
ら
を
進
め

て
い
く
べ
き
か
を
考
え
る
授
業
で

は
、保
護
貿
易
、自
由
貿
易
、為
替
、

関
税
、
雇
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
か
ら
、
児
童
た
ち
が
自
分
な

り
の
考
え
を
形
成
し
て
い
く
過
程

に
、
と
て
つ
も
な
い
熱
量
を
感
じ

ま
し
た
。

　

授
業
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、

児
童
た
ち
が
お
金
を
一
つ
の
尺
度

に
し
て
社
会
を
と
ら
え
よ
う
と
す

る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
毎

朝
の
１
分
間
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
外

国
為
替
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
世
界
で

何
が
起
こ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
そ

の
因
果
関
係
ま
で
も
考
え
る
姿

勢
が
見
ら
れ
ま
し
た
。何
よ
り
も
、

児
童
た
ち
に
と
っ
て
金
融
を
通
じ

て
社
会
が
身
近
に
な
っ
た
こ
と
が

一
番
の
成
果
で
す
。

　

教
科
内
の
一
単
元
で
金
融
教
育

を
学
習
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
金
融
と
い
う

言
葉
に
は
抵
抗
感
を
覚
え
る
児

童
も
、「
お
金
」
に
は
興
味
が
あ

り
ま
す
。
実
践
を
終
え
て
、
多
面

的
・
多
角
的
に
社
会
的
事
象
を

と
ら
え
る
一
つ
と
し
て
金
融
を
絡

め
て
い
く
こ
と
は
、
十
分
に
可
能

で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
大
切

な
こ
と
は
「
金
融
を
教
え
る
」
こ

と
で
は
な
く
、
社
会
的
事
象
を
と

ら
え
る
際
に
「
金
融
に
も
触
れ
続

け
る
」こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
教
員
で
あ
る
私
自

身
が
、
変
化
し
続
け
る
社
会
に

敏
感
に
な
る
と
と
も
に
、
金
融
と

い
う
難
し
い
言
葉
を
、
児
童
た
ち

に
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
授
業

を
探
究
し
、
実
践
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

●
審
査
員
の
講
評

　
「
小
学
校
の
社
会
科
で
ど
ん
な
金
融
教
育
が
で
き
る
の
か
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
の
こ
の
作
品
は
、「
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ
る
。

小
学
校
で
為
替
レ
ー
ト
を
扱
っ
て
い
る
点
も
意
欲
的
」
な
ど
と
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

正
解
が
出
に
く
い
社
会
的
事
象
を

意
欲
的
に
探
求
し
た
児
童
た
ち

推
奨
実
践
事
例
賞

研究校部門

 

受
賞
作
品

作
品
概
要

新学習指導要領を踏まえて、お金に着目し、社会の仕組みをとらえ自分たちの生活との
結びつきを考えられるよう、社会科の複数の単元で、金融に関わる授業を実践。自動車
生産や共通ポイントカード等をテーマに、外部講師の講義や児童同士の議論を通じて、
児童たちが社会的な事象を金融の視点で理解したことを報告した。

小学校の社会科でどんな金融教育ができるのか

奨
励
賞 

受
賞
者
＆
作
品
（
敬
称
略
）
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